
東
日
本
大
震
災
は
、
か
っ
て
な
い
規
模
の
被
災
者

を
生
み
、
福
島
原
発
の
爆
発
・
放
射
線
漏
れ
は
不
安

を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
被
災
者
救
援
と
生
活

再
建
に
向
け
、
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
進
行

中
の
原
発
事
故
を
押
さ
え
込
み
、
被
害
の
拡
散
防
止

の
た
め
に
、
新
社
会
党
は
次
の
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

稼
動
中
の
全

国
の
原
発
を
即

時
停
止
・
安
全

点
検
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
巨
大
地
震
発
生
の
お
そ
れ

が
あ
る
新
潟
の
柏
崎
・
刈
羽
原
発
や
静
岡
の
浜
岡
原

発
は
稼
動
中
で
す
が
、
政
府
・
電
力
会
社
は
運
転
を

止
め
る
べ
き
で
す
。
同
時
に
、
休
止
中
の
火
力
・
水

力
発
電
所
を
早
急
に
稼
動
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
国
際

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
）
は
３
月
15
日
に｢
日
本

は
原
子
力
発
電
の
不
足
分
を
補
う
だ
け
の
石
油
火
力

発
電
に
よ
る
余
剰
能
力
を
有
し
て
い
る｣

と
声
明
を
出

し
て
い
ま
す
。

被
害
の
拡
大

を
止
め
る
た
め

に
は
東
電
任
せ

で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
内
外
に
求
め
る
べ
き

で
す
。
ま
た
政
府
・
自
治
体
は
情
報
を
的
確
・
敏
速

に
公
開
し
、
福
島
近
県
を
は
じ
め
広
範
囲
な
地
域
の

放
射
線
量
を
測
定
し
、
住
民
へ
の
周
知
態
勢
つ
く
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。
ま
し
て
や
汚
染
の
程
度
を
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
の
被
曝
量
と
大
差
な
い
な
ど
と
、
質
の

違
う
も
の
を
比
較
す
る
よ
う
な
報
道
機
関
の
偏
向
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
直
ち
に
や
め
る
べ
き
で
す
。

福
島
原
発
周
辺
の
放
射
線
被
曝
状
態
の
検
査
を
遂

行
し
、
被
曝
治
療
の
医
薬
品
や
医
療
施
設
な
ど
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
原
発
か
ら
の
避
難
圏
の
拡
大
に
伴

う
避
難
先
の
確
保
、
暖
房
具
、
食
料
な
ど
、
必
要
な

生
活
物
資
の
供
給
体
制
を
早
急
に
つ
く
る
こ
と
で
す
。

政
府
予
算
案

で
は｢

原
子
力
関

係
予
算
」
と
し

て
４
３
２
９
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多

く
が
原
発
研
究
・
開
発
、
建
設
立
地
な
ど
の
費
用
で

す
。
新
規
建
設
は
も
う
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の

予
算
を
今
の
原
発
被
災
対
策
に
組
み
換
え
る
べ
き
で

す
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
根

本
的
な
転
換
を
は
か
る
こ
と
で
す
。

原
発
反
対
の
立
場
を
貫
い
て
き
た
新
社
会
党
は
、

こ
う
し
た
考
え
に
立
ち
つ
つ
、
眼
前
の
深
刻
な
事
態

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
自
治
体
や
地
域
か
ら
全
力
を

挙
げ
ま
す
。
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３
月
11
日
午
後
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災

で
被
害
を
受
け
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
は
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

今
な
お
安
否
不
明
な
方
々
が
一
刻
も
早
く
救

出
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
す
。
新

社
会
党
は
義
援
金
活
動
・
被
災
者
支
援
・
生

活
再
建
に
向
け
て
奮
闘
し
ま
す
。

・

被
災
者
支
援
と
被
害
拡
大
を
防
ご
う
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政
府
は
05
年
10
月
の
閣
議
で
「
原
子

力
立
国
」
と
し
て
原
発
推
進
を
確
認
。

そ
の
中
で
、
「
30
年
以
後
、
原
発
電
量

を
30
％
か
ら
40
％
程
度
以
上
の
役
割
を

期
待
」
と
し
、
06
年
８
月
に
８
つ
の
基

本
政
策
を
き
め
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で

原
発
の
安
全
性
を
協
調
し
て
い
ま
す
。

「
原
子
力
施
設
は
、
地
震
、
津
波
等
に

対
し
て
も
、
そ
の
施
設
に
応
じ
て
十
分

な
対
策
」
。
「
過
去
に
起
こ
っ
た
地
震

や
建
設
予
定
地
周
辺
で
の
活
断
層
の
存

在
を
詳
細
に
調
査
し
て
、
最
も
大
き
な

地
震
を
想
定
ー
略
ー
国
の
安
全
規
制
に

お
い
て
は
、
原
子
力
施
設
が
こ
う
し
た

安
全
へ
の
要
求
を
満
た
す
も
の
」
（
10

年
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書
）
。
こ
の
よ
う
に

原
子
力
発
電
は
「
安
全
・
安
心
」
と
い

い
な
が
ら
今
回
の
大
震
災
に
伴
う
福
島

原
発
の
重
大
事
故
に
対
し
て
は
「
想
定

外
」
と
言
う
ば
か
り
で
す
。

原
発
は
政
府
の
原
子
力
安
全
委
員
会

が
設
計
審
査
指
針
を
つ
く
り
、
「
原
子

力
安
全
・
保
安
院
」
が
「
原
子
力
利
用

に
関
す
る
全
て
の
安
全
規
制
」
や
「
原

子
力
施
設
の
設
置
許
可
」
の
業
務
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
「
津
波
」
を
想

定
し
た
設
計
は
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

福
島
原
発
の
設
計
強
度
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
６
・
５
の
直
下
型
地
震
を
想
定
、
発

電
機
・
重
油
タ
ン
ク
は
一
般
の
建
築
基

準
法
の
耐
震
設
計
で
許
可
さ
れ
ま
す
。

過
去
の
大
津
波
な
ど
は
考
慮
さ
れ
ず
、

09
年
の
保
安
院
の
審
議
会
で
は
識
者
が

同
原
発
を
大
津
波
が
襲
う
危
険
性
を
指

摘
し
て
い
ま
す
が
無
視
し
ま
し
た
。
津

波
軽
視
の
設
計
基
準
は
、
東
日
本
大
地

震
で
露
呈
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
福
島
第
１
原
発
の
想
定
津

波
は
最
高
約
５
・
７
メ
ー
ト
ル
。
東
電

の
福
島
第
一
原
発
設
置
許
可
申
請
時
は

福
島
県
小
名
浜
の
年
平
均
潮
位
に
対
し
、

津
波
の
高
さ
を
３･

１
メ
ー
ト
ル
だ
け

上
乗
せ
し
た
予
測
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
に
や
っ
て
き
た
大
津

波
は
高
さ
14
メ
ー
ト
ル
以
上
、
明
ら
か

に
「
人
災
」
で
す
。
３
月
27
日
に
国
の

原
子
力
安
全
委
員
会
の
耐
震
設
計
責
任

者
が
反
省
と
責
任
の
弁
を
述
べ
て
い
ま

す
が
余
り
に
も
ず
さ
ん
で
す
。

政
府
関
係
者
・
東
電
は
責
任
の
重
大

性
を
痛
感
し
、
情
報
隠
し
を
し
な
い
で
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
想
定
し
た
原
発
事

故
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
す
。

｢想定外」では済まされない原発大事故

あらゆる想定で原発事故対策を急げ！

３
月
11
日
の
東
日
本
大
地
震
に
よ
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
大
事
故

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
原
発
事
故
は
原
発
推
進
側
の

内
閣
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
、
東
京
電
力
の
情
報
が
一
方
的
に
流
さ
れ
、

報
道
機
関
の
大
半
も
こ
れ
を
鵜
呑
み
に
し
て
発
表
。
マ
ス
コ
ミ
も
学
者
や
知

識
人
を
動
員
し
て
国
民
に
「
安
心
・
安
全
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
き
ま
し

た
。
彼
ら
に
共
通
の
言
葉
は
「
想
定
外
」
。
事
故
の
予
見
性
を
は
じ
め
、
責

任
を
回
避
す
る
た
め
の
布
石
を
打
つ
ば
か
り
で
す
。
「
想
定
外
」
で
庶
民
の

生
活
と
財
産
、
命
を
奪
わ
れ
て
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

原
発
を
安
全
・
安
心
と
宣
伝

「
原
子
力
立
国
」
で
原
発
推
進

政
府
・
関
係
者
・
東
電
も

津
波
軽
視
の
原
発
設
計
基
準

新社会
お問い合わせ先


